
氏名 床谷文雄

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

ハラスメント防止委員会委員、人権問題委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学内でのFD活動としての講演会等に積極的に参加した。

学会理事（比較家族史学会、日本家族〈社会と法〉学会、日本成年後見法学会、International
Society of Family Law）、
公益団体理事（公益財団法人家庭養護促進協会、公益社団法人成年後見センター・リーガルサ
ポート）、
2019年度厚労省子ども・子育て支援推進調査研究事業「妊娠を他者に知られたくない女性に対
する海外の法・制度が各国の社会に生じた効果に関する調査研究」調査研究委員会委員長

大阪大学大学院法学研究科博士後期課程民事法学専攻単位取得退学

法学修士

民法、家族法

最終学歴

　【研究上の特記事項】
2019年8月26日～9月6日　科研費「匿名による子どもの委託と生殖補助医療における出自を知る
権利に関する日独比較研究」によるドイツでの関係機関・団体・教授らに対する聞き取り調査およ
び意見交換（Frankfurt am Main、Braunschweig、Karlsruhe、Bielefeld、Berlin、Bonn）

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本私法学会、比較法学会、日本法社会学会、日本家族〈社会と法〉学会、比較家族史学会、日
本成年後見法学会、ジェンダー法学会、国際私法学会、日韓家族法学会、International Society
of Family Law

親子の法律関係、養子と里親、相続契約、遺言法

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

学部担当科目

基礎演習Ⅰ、
日本国憲法(一)、日本国憲法（二）、日本国憲法（三）、日本国憲法（四）、
法学（一）、法学（二）、法学（三）、
現代社会と法（一）、現代社会と法（二）、現代社会と法（三）



共著

共著

共著

共著

③

単独

単独

単独

共同

単独

単独

2019年6月

法律文化社

養子と里親を考える会

日本弁護士連合会

大阪司法書士会

2019年12月

2020年3月

日本評論社

有斐閣

日韓家族法学会

全国青年司法書士協
議会

日本家族〈社会と法〉
学会

2019年7月

2019年9月

2019年11月

大阪大学出版会2019年10月

2020年3月

2020年3月

第2章に「後継ぎ遺贈なるもの」を執筆

第3章～第6章、第13章～第14章を執
筆

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①グローバリズムと公共政策の
責任第3巻自由の共有と公共政
策

若手セッション報告（同志社大学大学
院生）の司会者

特別養子法改正をめぐる議論の推移と
今後の課題

パネルディスカッションのパネリスト

①

②

②遺言と遺留分第１巻遺言第3
版

③アルマ民法７親族・相続第6
版

④新プリメール民法５第２版

日韓国際シンポジウムの日本側司会者

基調講演

⑤

第4章「家族形成の多様化・自由化と法
的公序」を執筆

④

大阪司法書士会家族法研究会研究発
表会での報告

（学会発表）

2020年2月

⑤

①日韓の相続法改正

③学術大会若手セッション

（その他）

②法律上の親子関係の形成
（科学の発展と親子関係の揺ら
ぎ）

⑤

④

②今改めて「親権」について考
える～子の最善の利益の視点
から

⑤

①家族法研究者の視点からの
特別養子法改正

序章～第３章を執筆

③相続法改正により遺言法にも
たらされた変化と遺言者意思の
尊重

④


